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川崎医療福祉大学感覚矯正学科視能矯正専攻卒業生の動向
� ����年�����年卒業生について �

難波哲子���� 　田淵昭雄��

要 　　　約

川崎医療福祉大学医療技術学部感覚矯正学科視能矯正専攻では，�

�年 �月に開学以来�		�年 �月
に�	期生を輩出した．これを機会に，卒業生の現状を把握し，今後の視能訓練士教育の改善・改革に向
けた方策の検討を目的として，�		�年 �月に全卒業生�
�名を対象に実態調査を行った．回答者は���

名，回収率は�	���であった．アンケートの結果，現在視能訓練士として勤務の人は���名（

���），
勤務先は私立医院が��名（�
�
�）で最も多かった．卒業後，進学は��名（��
�），学位・取得資格
では修士，博士などがあり，臨地実習の指導者は��名（�����）であった．質の高い眼科医療の担い
手となる視能訓練士となるためには，自己教育力を育て，生涯教育を行うことが必要である．今後，
卒後教育システムの構築が計られ，臨床経験を有した指導的立場の人材が，研究，教育の場でも活躍

することが期待される．

緒 言

今日の医療の急速な進歩に伴い，自主的に学習し
問題解決できる学生を育成するための効果的な教育
が求められている．また，�		�年��月に視能訓練士
の教育カリキュラムの大綱化がはかられ，弾力的で

自由度のある教育規制緩和が推進されることになっ
た ����．その結果，養成校の教育内容の工夫により，
養成校ごとに個性あふれる視能訓練士教育が展開さ
れることになると考えられる．
川崎医療福祉大学医療技術学部感覚矯正学科視能

矯正専攻（以下，視能矯正専攻）では，学科開設か
ら第 �期生卒業時期，単位見直し時期，新カリキュラ
ム導入などの変遷の時期を経て，�

�年 �月に開学以
来�		�年 �月に�	期生を輩出した ����．今回，視能

矯正専攻の卒業生を対象に動向調査を実施する機会
を得て，卒業後の視能矯正専攻卒業生の現状を把握し，
今後の視能訓練士教育の改善・改革に向けた方策の
検討をしたいと考え，卒業生の勤務実態調査を行った．

対象及び方法

�．対象

対象は，本学感覚矯正学科視能矯正専攻 ���	期
生�
�名（女性���名（�����），男性��名（�����））

のうち，アンケートの回答が得られた���名である．

�．方法

�		�年 �月に郵送によるアンケート調査を行っ
た．発送数は卒業後 �年目に死亡した �名を除く

�
�通，回収数は���通，回収率は�	���であった．
アンケートは� �用紙 �枚，アンケート項目は，一般
事項については入学年，卒業年，入試形態および性別，
本学卒業後の勤務状況については勤務先，勤務年数，
休職・退職の場合の理由，職場への希望・不満および
その内容，卒後教育の状況については専門学会への入
会とその名称，卒後の進路，業績，学会発表の経験と
回数，学術雑誌への投稿経験と回数と雑誌名，視能矯
正専攻の教育についての自由記述など��項目である．

アンケートの集計は，全て単純集計によった．

結 果

�．一般的事項

　�．�．性別

回答者���名の内訳は，女性��	名（

�
�），男性
��名（�	���）であった（図 �）

　�．�．入試形態

回答者を入学試験（以下，入試）形態別に分類す
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ると，特別入試入学者（以下，特別入試者）は�
名
（�����），推薦入試入学者（以下，推薦入試者）は��

名（�
�
�），一般入試入学者（以下，一般入試者）は
�	名（���	�）であった（図 �）．なお，特別入試者の

性別は女性��名，男性 �名，推薦入試者は女性��名，
男性 �名，一般入試者は女性��名，男性�
名であった．

図 � 回答者の内訳

図 � 入試形態

�．就業状況

　�．�．勤務状況

現在視能訓練士として勤務の人は女性���名，男性
��名の計���名（
��
�），アンケート調査時，勤務し
ていない人は男性 �名，女性 �名の計 �名（����）
であった．その �名は視能訓練士以外の職業に従事
している人が �名，病気療養中が �名であった．大

学院生は �名（��
�）であった（図 �）．

　�．�．勤務先

勤務先は社団法人日本視能訓練士協会（以下，視能訓
練士協会）白書委員会の視能訓練士実態調査報告書��を
参考に分類した．施設の運営主体は国公立病院��名
（�	���），国公立に準じる病院��名（��
�），私立病院
��名（�	�
�），私立医院��名（�
�
�），国公立大学
病院 �名（��
�），私立大学病院��名（
���），その他

��名（�����），残りは大学院生 �名（��
�）および

勤務していない人 �名（����）であった（図 �）．

　�．�．�箇所の勤務期間

�箇所の勤務期間は �年未満が�
名（�����），�

年以上 �年未満が��名（�
�
�），�年以上 �年未満
が�	名（���
�），�年以上 
年未満が��名（���
�），

年以上が�
名（�����）であった．残りは大学院
生 �名（����），無回答 �名（����），その他病気療
養中あるいは視能訓練士以外の職業の �名（��
�）
であった（図 �）．ただし，勤務先が �� �箇所の人
は，�箇所の勤務期間が長い方を採用した．

図 � 勤務状況

図 � 勤務先

　�．�．勤務箇所

勤務箇所が �箇所は��名（�����），�箇所は��

名（���
�），�箇所は 
名（����），�箇所は �名
（	�
�），無回答は �名（����），大学院生は �名
（��
�）であった（図 �）．

　�．�．職場への希望・不満

職場への希望・不満が「ある」と回答した人は��

名（�����），「ない」と回答した人は��名（�����），
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「無回答」は�	名（
���）であった（図 
）．満足の
理由は，人間関係が円滑，勤務形態が良い，指導者
が良い，設備備品がよい，給料が満足できる，福利
厚生が良い，通勤が便利などの順であった．また，

不満足の理由は，基本給が安い，勤務形態が不良，
指導者が不在，設備備品が不良，人間関係が不良，
昇進が困難などの順であった．

図 � 勤務期間

図 � 勤務箇所

図 � 職場への希望・不満

�．卒後教育の状況

　�．�．学会活動

卒後，専門の協会・学会に入会している人は��


名（�����），入会していない人は�
名（�����），無
回答 �名（����）であった（図 �）．入会は複数回
答を含めて日本視能訓練士協会���名，日本弱視斜
視学会�	名，日本眼科学会 �名，日本ロービジョン
学会 �名，日本小児眼科学会 �名，日本神経眼科学

会 �名，日本眼内レンズ学会 �名であった．

図 � 学会入会

学会発表の経験者は��名，未経験者は���名，無
回答 �名であった．発表回数は �回が��名，�回が
�名，�回 �名，�回以上 �名，無回答 �名であっ

た．学会名は日本視能矯正学会 
名，日本弱視斜視
学会 
名，日本小児眼科学会 �名，日本眼科学会，
日本臨床眼科学会，日本ロービジョン学会が各々 �

名，その他が �名であった．学会発表経験者は，臨
床経験 �年以上または修士，博士の学位を有する人
であった．
雑誌投稿経験者は��名，未経験者は���名，無回

答は �名であった．投稿回数は，�回が �名，�回
が �名，�回が �名，�回以上多数が �名，無回答
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が �名であった．投稿雑誌名（複数回答あり）は，
日本視能訓練士協会誌が �名，眼科臨床医報が �名，
日本眼科紀要，日本眼科学会雑誌，臨床眼科，外国
雑誌が各々 �名であった．雑誌投稿経験者は，臨床

経験 �年以上が �名，修士あるいは博士の学位を有
する人が �名であった．

　�．�．卒業後の進路

「進学したか」の質問に対して，「はい」が��名
（��
�），「いいえ」が���名（
����）であった．進
学先は，本学大学院が �名（���
�），本学以外が �

名（�����）であった．取得した学位あるいは資格
は，修士が �名，博士が �名，歩行訓練士が �名，

ホームヘルパー �級が �名，看護師・保健師・養護
教諭一種免許が �名であった．

�．臨地実習の受け入れ

「臨地実習指導を行なっているか」の質問に対して，
「はい」が��名（�����），「いいえ」が

名（
��
�），
無回答が �名（����）であった（図 
）．臨地実習
指導を行なっていると回答した中で，卒業後 �年以
上は�
名（�����）であり，残り�
名（�
���）は卒

業後 �年未満であったため，臨床経験 �年未満の場
合は，勤務先で実習生を受け入れている人数である．
実習を受け入れた視能訓練士養成校は本学を含め，
��校であった．実習 �回につき実習生の受け入れ人
数は �名，期間は �か月が最も多かった．ついで，

�名，�か月であった．臨地実習指導を行っていな
い理由は，臨床経験が浅い，勤務先の眼科の方針，実
習生の受け入れ環境が整っていないなどであった．

�．本学の教育について自由意見

自由意見・提言は�	名から得られた．その内容は
教育の内容，方針，方法など多岐にわたっていた．例
えば，授業方法・内容については学外病院実習の期
間を長くしたほうがよい，一般眼科の知識・検査技
術を得る時間をふやしてほしい，眼鏡・コンタクト
レンズに関する授業を増加してほしい，視能訓練法
の実習時間が不十分などであった．今後の教育につ
いては本学独自の特殊性をもたせる，専門大学卒業

者としての付加価値をいかにつけるか，学生自らが
学ぶ姿勢や意識を高めることが必要，卒業生にとっ
て開かれた大学であってほしいなどの意見があった
（表 �）．

表 � 大学教育に対する自由意見・提言
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図 	 臨地実習指導

考 按

�．卒業生の動向

今回のアンケート結果では，性別および入試形態
別の回答者は入学定員の割合とほぼ類似していた ��．
大学卒業後，視能訓練士として臨床の分野で仕事を
している人が

���で高いことが明らかであった．
また大学卒業後，大学院等への進学者が���名中��

名（��
�）あった．

視能矯正専攻の使命・目的は，感覚障害の病態や
病状を科学的に分析し，障害を克服するための科学
的根拠に基づく訓練法の習得とその技術の習得，そ
れらの開発研究などである����．市田�	�，村井ら ���

によって視能訓練士養成の問題点があげられている
が，視能訓練士学校養成施設指定規則の一部改正，
学校養成施設の教育カリキュラムの大綱化���がな
され，養成校の増加とともに養成校独自の教育目標
による教育実践と評価が必要とされる．本学の教育

目標は，広い知識と優れた臨床技術を備え，豊かな
人間性をもった高度専門職の指導的立場になる人材
の育成を意図している．
�		�年 �月までに卒業した ���	期生のうち，約

半数が視能訓練士国家資格取得後 �年目を迎える．
視能訓練士学校養成所指定規則の指定基準では ��免
許を受けた後 �年以上の業務に従事した視能訓練士
であること，また，日本視能訓練士協会では厚生労
働省の基準にしたがい， ��実習指導経験者は �年以

上の臨床経験を有することが必要であると規定して
いる��．本学では大学院修了者も増加しており，今
後は実習施設等での教育指導者，あるいは教育分野
に携わる視能訓練士の増加が見込まれる．

�．今後の教育プログラムのあり方について

アンケートの結果，授業方法・内容や今後の課題

が自由意見や提言としてあげられた．この自由意見
や提言など具体的希望は，現場からの希望と考えて
よいので，カリキュラム内容の変更を考える必要が
ある．これらの内容をどのように実際のカリキュラ

ムや授業に組み込んでいくか，また，教授方法をど
のように改善していくのかの検討とその実施が急務
と考える．

�年制大学の視能訓練士教育の方が，専門学校よ
り優れた教育ができるという神話が信じられている．
しかし，大学では教養課程が主の �年半と実習や卒
業研究に追われる �年次を除けば，基礎専門と視能
訓練士専門科目の教育期間はわずか �年半程度であ
る．専門科目を重点にカリキュラムを組める専門学

校の方が，卒業後の即戦力を目指しており実践的に
は優れているといえる．しかし，視能訓練士が広い
教養と高い見識をもち，視能矯正学の発展を期する
なら大学教育にもっと力を入れても良いと考える．
さらに，養成校が一丸となってさらなる質の高い視
能訓練士養成に向けて取り組み，情意・認知・精神
運動領域能力の良好なバランスと優れた感性を持つ
視能訓練士を輩出するかにかかっている．大学卒業
後は，視能訓練士が様々な職場において活躍するこ

とで，養成施設には多くの入学志願者が集まり，選
抜の幅が広がる．また，多くの求人が寄せられた学
生にとって就職の選択の幅も広がり，卒業後に自分
のスキルアップを期待できる職場へ就職することで
その後の活躍も期待できる．
視能訓練士が卒前教育終了後，さらに学習を積み

重ねていくためには，学習すべき課題を自ら見つけ，
自ら学習に取り組んでいく力，すなわち自己教育力
を育てることが重要である������．自己教育力には，

自己の内面の意識や仕事の継続や就業などが関連し
ているといわれている．自己教育力を高めて，育て
ることは，学習や就業の動機付けに有効であり，自
己教育力を育てるためには，職業継続や自身のキャ
リアプランの意識を持ち続けさせつつ，自己教育力
を高める状況や環境を作っていくことが重要であ
る�
�．

�．生涯教育のあり方

本学視能矯正専攻卒業生の学会入会率は�����で
あった．卒業生入会者の最も多い視能訓練士協会で
は，学会，講演会，講習会，研修会等学術集会が開
催されており，視能矯正の学術技能の刊行物の発行
が行われている．また，視能訓練士の教育および生
涯教育に関して，文献紹介，施設見学・研修が実施
され，生涯教育制度の検討が行われている．
視能訓練士の教育システムは，卒前，卒後，生涯教
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育へと連携している．卒前には今日の医療の急速な
進歩に伴い，自主的に学習し問題解決できる学生を
育成するためには効果的な教育が求められている．
卒後および生涯教育においては，視能訓練士協会と

日本視能訓練士養成施設連絡協議会が協力して，地
域ブロック別の卒後教育支援あるいは視能訓練士
国家資格を取得した後の新人教育，リフレッシュ研
修，ステップアップ研修���と継続教育が必要であ
ると考える．また，生涯教育���は基礎コース，専
門コースの必修と選択を考え，視能訓練士協会にお
ける認定視能訓練士，専門視能訓練士（仮称）の検
討も必要であると示唆される．

結 論

アンケートによる卒業後の実態調査では，本学視

能矯正専攻の卒業生 ���	期生は，臨床に従事する
視能訓練士が多かった．医学の進歩，医療の高度化，
対象のニーズの多様化など社会の変化に伴って，よ
り高度で質の高い眼科医療の担い手となることが求

められており，視能訓練士にとって生涯教育は必要
欠くべからざるものとなっている．大学等の基礎教
育終了後，さらに学習を積み重ねていくためには，学
習すべき課題を自ら見つけ，自ら学習に取り組んで
いく力，すなわち，自己教育力を育てることが重要
である．今後，臨床経験を有した指導的立場の人材
が，教育，研究の場でも活躍することが期待される．

データの集計にご協力いただきました感覚矯正学科の立

川容子助手補に感謝申し上げます．本研究のアンケートに

ご協力いただいた卒業生の皆様に厚くお礼申し上げます．
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